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老後に安心するために
どうしたらいいの？



結論
WPPモデルを基本として、3つの収入源を確保すること

勤労
収入

資産
収入

年金
収入

W P P
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① これからの老後を考える『WPPモデル』とは？

WPPモデルは、終身給付の年金を土台とした、老後生活設計の基本形

勤労
収入

資産
収入

年金
収入

P Private pensions

P Public pensions

W Work longer 働けるうちははるべく長く働きましょう

NISA、iDeCo、退職給付制度といった
さまざまな制度を活用しましょう

長生きリスクに備えて公的年金を活用しよう



① これからの老後を考える『WPPモデル』とは？

勤労収入 資産の
取り崩し 公的年金保険

資産の取り崩し

60歳 65歳

勤労収入 再雇用
独立など 公的年金保険

繰下げの増額分

60歳 65歳

今までの
老後生活

WPPの
老後生活

70歳

資産の
取り崩し

WPPは長生きリスクは公的年金でカバーするモデル

・60歳定年退職
・退職金
・年金は60歳～
・個人年金も60歳～

・長く働く自助努力
・長生きリスクに公的年金
・資産の取り崩しは
公的年金をUPさせるため
・繰下げで増額



① これからの老後を考える『WPPモデル』とは？

WPPモデルは、人生100年時代の長生きリスクに備えられる

勤労
収入

資産
収入

年金
収入

P Private pensions

P Public pensions

W Work longer

収入の長さ

勤労収入は
身体的な状態で限界がくる

制度をフル活用して、
資産寿命を延ばす

終身給付の年金で
長生きリスクに備える



参考 老後の不安「お金が足りなくなること」が80%以上

出典：朝日生命「自分の老後＆介護についての意識調査」2022年※25～64歳の男女2647人のインターネット調査
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② できるだけ長く働くメリットや対策（W）

できるだけ長く働くメリットは直近の収入だけではない
勤労
収入

W

Q なぜ長く働く必要があるのか？ Q 長く働くための対策は？

①老後準備の期間が延びるから
②資産の取り崩し期間が短くなるから
③将来の公的年金を増加できるから
④老後の期間が短くなるから

他にも・・・
・収入があることで安心できる
・認知症や病気の予防につながる
・社会と接点を持てるため孤独にならない

WPP（W： Work longer、P：Private pensions、P：Public pensions）

フルタイム前提の働き方ではなく、
長く働くためにどうしたらよいかを考えておく

・再雇用や継続雇用
・転職
・フリーランス
・起業
・パート
・アルバイト など臨機応変に対応する



参考 60代以上の就業状況

60代以上では約4割の人が収入のある仕事をしているのが現状

平成28年と比べて、
令和元年の割合は
ほとんどで増加傾向

今後は60歳以上で
長く働く社会が普通

出典： 内閣府 令和2年版高齢社会白書



参考 60代以上で今後仕事につきたいと思う人は少ない

60代以上で約９割が仕事につくつもりがない、と回答している

出典： 内閣府 令和2年版高齢社会白書

年齢とともに、
仕事につきたい人は
減少している

本当に仕事に
つかなくても大丈夫
なんでしょうか？



参考 60代以上で今後仕事につきたくない理由

60代以上で約5割が体力的＆健康上の理由で仕事につけないと回答

出典： 内閣府 令和2年版高齢社会白書

年齢とともに、
勤労収入には
限界がくると考えられる

勤労収入以外で
長生きリスクに備える
必要がある
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③ 出口戦略を意識した資産の取り崩し（P)

制度をフル活用しながら、資産寿命を延ばす方法を選択する
資産
収入

P WPP（W： Work longer、P：Private pensions、P：Public pensions）

Q 基本はどうしたらよいのか？ Q どんな私的年金等があるのか？

NISAやiDeCoといった、税金優遇の
制度を活用して資産形成で備える

会社員や公務員の福利厚生によって異なる

・退職金制度
・中小企業退職金共済（中退共）
・特定退職金共済（特退共）
・企業年金制度
・確定給付企業年金
・企業型確定拠出年金など



参考 新時代の出口戦略～【新提唱】3ステージの出口戦略

ステージ①： 積立しながら運用する 例）NISA・iDeCo・保険・貯蓄
ステージ②： 使いながら運用する（定率取り崩し） 例）4%取り崩し
ステージ③： 投資から卒業し、使用する（定額取り崩し） 例）毎月10万円取り崩し

ステージ① ステージ② ステージ③

75歳 100歳６５歳20歳目安
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④ 年金を繰り下げ受給するメリット（P）

終身給付の公的年金で長生きリスクに備える
年金
収入

P

Q そもそも年金はもらえるのか？

もらえるが、減額されるのは間違いない

【理由】
①マクロ経済スライドの導入
→社会情勢に合わせて自動調整する

②年金は人生100年時代に向けて、
およそ1割が積立されている
→すべてが現役世代に回されるわけではない

WPP（W： Work longer、P：Private pensions、P：Public pensions）

Q なぜ年金で長生きリスクに備えるのか？

公的年金保険は、「終身給付」だから。

年金は生きている間なら
ずっと受け取ることができる

長生きしたとしても、
対応できるのが公的年金



④ 年金を繰り下げ受給するメリット（P）

所得代替率

2019年度

61.7%

2058年度

44.5%

およそ

約20%減

→約16%減少

→約16%減少

→約18%減少

→約19%減少



参考 年金の繰り下げ受給

例）65歳から年金を受け取る人を100%とした場合

・1ヶ月遅らせる➡ 0.7%増額
・1年遅らせる➡ 12ヶ月×0.7％＝8.4%増額
・７0歳まで繰り下げ受給➡ 5年×8.4%=42%増額
・75歳まで繰り下げ受給➡ 10年×8.4%=84%増額

公的年金は繰り下げ受給をすれば、最大84%増額できる

繰り下げした場合の受給率 ＝ 100% +0.7% × 繰り下げ期間（月単位）



参考 年金の繰り下げ受給のイメージ 例）65歳で月15万円

出典：金融広報中央委員会「人生100年時代に向けた公的年金制度５つの改正」※手取りは税金・社会保険料は約10～15%かかる
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⑤ 本日のまとめ

WPPは、終身給付の「公的年金」を土台とした老後生活の基本形

勤労収入 再雇用
独立など 公的年金保険

繰下げの増額分

60歳 65歳 70歳

資産の
取り崩し

・【W】再雇用制度などを活用し、できるだけ長く働き、公的年金の受給額をUPさせよう
・【P】できるだけ賢く資産を取り崩し、公的年金の繰り下げ受給で受給額をUPさせよう
・【P】目先の利益より、長期的に見て繰り下げ受給を選んで長生きリスクに備えよう

繰り下げした場合の受給率 ＝ 100% +0.7% × 繰り下げ期間（月単位）



参考 3つの収入源を確保しているのは全体のたった6%

出典：合同会社フィンウェル研究所「「60代6000人の声」アンケート」2022年※60～59歳の男女6486人の調査結果

WPPモデルを実行できている方はほとんどいないのが現状



参考 WPP発案者の書籍
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前回までの質問回答
※別動画で回答。本日は一部を回答します。



いただいた質問

やってみる！というのは素晴らしいのでどんどんやって頂いた方がよいです。
投資は目的を叶える手段であるため、手段に「こうしなければならない」という縛りは
ありません。将来の土台作りの考え方を持ってやっていくべき話になります。



いただいた質問

→理由や根拠が大事です。日本がよくなるのは短期目線では？

→実践＆生の声＆ニュース記事



最後に、知識定着のためアウトプットを提出してください

アウトプットは記憶定着＆出席確認のために、必ず提出してください
当日参加できない方は、勉強会後の2週間後までに動画を見てアウトプット



10月のスケジュール

10月のテーマ

『新NISAを活用して安心するためには？』
・結局、いくら積立をしたら「安心」できるのか、安心って何なのか。
・新NISAで老後資金を貯めるためにはいくら必要なのか。 ※変更あり

10月の予定
・10月2日（月）21時～
・10月18日（水）21時～

本日のアウトプット期限は、10月16日（月）まで



本日の説明の中で
わからなかった点はありますか？

質問などご自由にお願いします。

※直接聞けなかった方は、
アウトプットシートにご記入ください。

ご質問タイム
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